
自分の住まいを持ち歩く（固定、移動）
自分たちの住まいを組み替える（機能の拡張、縮小、他者との合体、分割など）

コンテナハウス、キャンピングカーの拡張イメージ

選択肢はあっても、引っ越しや家の売買にかかる
手間や費用、やり直しが効きづらいといった
ハードルの高さがある
家は自分が落ち着く空間→大きな変化は避けたい

人生の変化が増えることによって暮らし方の変化
も増える（家族構成、仕事、趣味など）

住まいを比較的容易にカスタマイズできることで、人生の変化に合わせて新たなコミュニティの形成や
時間的制約からの解放→心のゆとりの獲得などを享受できるのではと考えた

住まいの安全性、快適性の確保
土地所有の考え方の整理（土地を貸借）

住まいの移動手段（車、列車、船、飛行機など）
電力、給排水、ガスの接続
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